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カナダ金融政策（2023年12月）
インフレ沈静化に向けた進展を評価

1/1

2023年12月7日

（出所）カナダ統計局より大和アセット作成

カナダ：実質GDP成長率と項目別寄与度

（前期比、％）

今後数カ月で利下げ開始を正当化するデータが揃うか

カナダ銀行（中央銀行）は12月6日（現地）に金融政策決定会合を開催し、市場予想通り政策金利を

5.00％に据え置くことを決定しました。据え置きは3会合連続です。

声明文からは、カナダ銀行がインフレ抑制に対して自信を深めている様子がうかがえます。例えば、実

質GDPが7-9月期に前期比でマイナス成長に陥ったことなどに触れ、「利上げは明らかに消費を抑制して

いる」と評価したほか、労働市場の軟化を示す各種指標に言及し、前回までの「労働市場は依然として

ひっ迫している」との記述がなくなりました。更に、消費者物価指数の総合ならびにカナダ銀行が重視す

るコア（加重中央値とトリム平均値）の伸びが10月に明確に鈍化したことを受けて、「物価安定に向けた

進捗は緩慢」といった表現も消えています。

今後の方針に関しては、「必要ならば更に利上げする用意がある」との文言を維持していますが、上述

の通りインフレ沈静化に向けた進展が見られることから、追加利上げの可能性は一段と低下したと考えら

れます。また、「コアのインフレ率の更なる、かつ安定的な低下を見たい」と記しており、こうしたデー

タを確認できれば、議論の焦点は追加利上げの有無から利下げ開始時期に移るでしょう。金利先物から見

た利下げ開始時期の確率は、来年3月までが6割超、同年4月までが100％となっており、インフレ指標を

中心に今後数カ月で利下げ開始を正当化するデータが揃うか注目されます。

カナダ：政策金利と消費者物価指数

（出所）ブルームバーグ、カナダ統計局

（％） （2021年1-3月期～2023年7-9月期）
（政策金利：2006年1月初～2023年12月5日）
（消費者物価指数：2006年1月～2023年10月）
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同、加重中央値（前年同月比）

同、トリム平均値（前年同月比）

※陰影部はカナダ銀行のインフレ目標レンジ




